
広報 奥出雲 2広報 奥出雲3

平成26年度　町長施政方針

町
単
独
で
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の

発
行
に
要
す
る
経
費
を
予
算
化
し
、

来
年
度
へ
の
繰
り
越
し
事
業
と
し

て
実
施
し
ま
す
。

　
平
成
二
十
六
年
度
予
算
案

　

次
の
三
点
を
大
き
な
柱
と
し
て

編
成
し
て
い
ま
す
。

①
消
費
税
率
引
き
上
げ
の
反
動
を

減
ら
す
た
め
の
投
資
事
業
等

に
よ
る
経
済
対
策

②
医
療
・
福
祉
の
充
実

③
水
力
発
電
等
の
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
活
用
推
進

　

こ
の
ほ
か
、
少
子
化
対
策
・
定

住
対
策
、
景
観
対
策
、
観
光
振
興

な
ど
に
、
重
点
的
に
配
意
し
た
予

算
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
結
果
、
来
年
度
予
算
の
総

額
は
百
四
十
四
億
四
千
万
円
で
、

今
年
度
に
対
し
七
．
一
％
、
九
億

六
千
万
円
の
増
額
と
な
っ
て
お
り
、

昨
年
六
月
の
肉
付
け
後
の
予
算
額

百
四
十
億
五
千
万
円
と
比
較
し
て

も
、
仁
多
庁
舎
の
耐
震
化
事
業
が

本
格
化
す
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、

三
億
九
千
万
円
の
増
額
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
一
般
会
計
で
約
四
億
三

千
万
円
余
、
農
業
用
小
水
力
発
電

事
業
特
別
会
計
で
二
千
万
円
余
を

来
年
度
へ
繰
り
越
す
こ
と
と
し
て

お
り
、
当
初
予
算
と
一
体
と
な
っ

て
切
れ
目
の
な
い
経
済
対
策
に
努

め
ま
す
。

　
消
防
・
防
災
対
策

　

昨
年
、
江
津
市
で
開
催
さ
れ
た

県
消
防
操
法
大
会
で
は
、
小
型
ポ

ン
プ
の
部
で
阿
井
分
団
が
見
事
優

勝
し
連
覇
を
、
ポ
ン
プ
車
の
部
で

は
鳥
上
分
団
が
第
五
位
入
賞
と
、

奥
出
雲
町
消
防
団
は
輝
か
し
い
成

績
を
残
さ
れ
ま
し
た
。

　

阿
井
分
団
は
、
本
年
十
一
月
、

東
京
都
で
行
わ
れ
ま
す
全
国
消
防

操
法
大
会
に
県
代
表
と
し
て
出
場

す
る
こ
と
が
決
定
し
て
お
り
、
上

位
入
賞
を
目
指
し
た
取
り
組
み
に

対
し
支
援
を
し
ま
す
。

　

ま
た
、
八
月
に
松
江
市
で
開
催

さ
れ
る
県
消
防
操
法
大
会
に
は
、

馬
木
分
団
が
「
小
型
ポ
ン
プ
の

　

日
本
経
済
の
動
向
を
見
ま
す
と
、

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
効
果
な
ど
に
よ

り
、
引
き
続
き
緩
や
か
な
回
復
基

調
に
あ
り
ま
す
が
、
県
内
は
も
と

よ
り
町
内
で
は
、
ま
だ
ま
だ
景
気

回
復
が
実
感
で
き
る
状
況
に
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
四
月
か
ら
の
消
費
税
増

税
が
景
気
に
与
え
る
影
響
が
懸
念

さ
れ
、
国
は
約
五
兆
円
の
経
済
対

策
を
講
ず
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
国
の
経
済
対
策
や
県

経
済
の
動
向
な
ど
を
踏
ま
え
て
、

今
年
度
補
正
予
算
と
来
年
度
予
算

を
編
成
し
、
今
議
会
に
提
出
し
ま

し
た
。

　　
町
の
経
済
対
策
と
補
正
予
算

　

今
年
度
補
正
予
算
で
は
、
事
業

の
精
算
等
に
伴
う
減
額
の
ほ
か
、

消
費
税
率
の
引
き
上
げ
に
対
応
し

た
、
低
所
得
者
や
子
育
て
世
帯
へ

の
負
担
の
影
響
を
緩
和
す
る
た
め

の
臨
時
福
祉
給
付
金
及
び
子
育
て

世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
を
措
置
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
町
内
の
景
気
が
消
費
税

率
引
き
上
げ
後
も
好
転
す
る
よ
う
、

笑顔と語らい、元気あふれる町づくり
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部
」
に
、
三
成
分
団
が
「
ポ
ン
プ

車
の
部
」
に
出
場
す
る
こ
と
が
決

定
し
て
お
り
、
三
年
連
続
の
優
勝

纏
（
ま
と
い
）
の
獲
得
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

　

な
お
、
消
防
設
備
の
整
備
に
つ

い
て
は
、
引
き
続
き
格
納
庫
の
整

備
、
車
両
更
新
を
行
い
ま
す
。

　
社
会
基
盤
・
生
活
基
盤
整
備

　

生
活
道
路
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

事
業
継
続
中
の
三
沢
山
根
線
、
福

頼
線
等
の
改
良
整
備
の
進
捗
を
図

る
ほ
か
、
新
た
に
測
量
設
計
等
が

完
了
し
た
五
の
畑
線
、
下
女
良
木

線
、
重
国
木
舟
線
の
改
良
工
事
に

着
手
し
ま
す
。

　

県
事
業
に
つ
い
て
は
、
現
在
整

備
中
の
国
・
県
道
や
河
川
等
の
各

事
業
に
つ
い
て
、
早
期
完
成
に
向

け
た
要
望
を
継
続
し
ま
す
。

　

ま
た
、
土
地
開
発
公
社
に
対
す

る
債
務
負
担
行
為
の
解
消
を
計
画

的
に
進
め
る
た
め
、
公
社
が
所
有

し
て
い
る
土
地
の
買
い
取
り
経
費

と
し
て
、
五
千
万
円
を
補
正
予
算

に
計
上
し
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
公
共
施
設
の
耐
震

化
・
防
災
拠
点
の
整
備
を
図
る
た

め
、
実
施
設
計
に
基
づ
き
、
来
年

度
は
仁
多
庁
舎
建
築
工
事
に
着
手

す
る
予
定
で
す
。

　
簡
易
水
道
事
業

　

三
成
簡
易
水
道
改
良
事
業
及
び

小
馬
木
簡
易
水
道
統
合
事
業
を
継

続
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
二
十
九
年
度
に
町

内
各
簡
易
水
道
施
設
を
統
合
す
る

た
め
、
遠
方
監
視
装
置
統
合
事
業

の
ほ
か
、
坂
根
、
大
八
川
地
区
飲

料
水
供
給
施
設
及
び
三
森
原
地
区

営
農
飲
雑
用
水
施
設
の
統
合
事
業

に
着
手
し
ま
す
。

　

な
お
、
簡
易
水
道
施
設
の
統
合

に
併
せ
て
、
地
方
公
営
企
業
法
の

適
用
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
た

め
、
来
年
度
よ
り
法
律
適
用
に
向

け
て
の
資
産
調
査
に
着
手
し
ま
す
。

　

今
後
も
、
安
全
で
安
定
的
な
水

道
水
の
供
給
の
た
め
、
施
設
の
老

朽
化
及
び
水
量
不
足
が
生
じ
て
い

る
施
設
に
つ
い
て
は
、
将
来
の
負

担
に
留
意
し
な
が
ら
順
次
整
備
を

進
め
ま
す
。

　
下
水
道
事
業

　

来
年
度
は
、
合
併
処
理
浄
化
槽

の
設
置
を
四
十
基
計
画
し
て
い
る

ほ
か
、
農
業
集
落
排
水
施
設
の
全

十
一
処
理
区
に
お
い
て
、
イ
ン
フ

ラ
長
寿
命
化
計
画
策
定
の
た
め
の

機
能
診
断
を
実
施
し
ま
す
。

　

今
後
も
、
生
活
環
境
の
向
上
と

水
環
境
の
保
全
を
図
る
た
め
、
下

水
道
施
設
な
ど
の
良
好
な
維
持
管

理
と
経
費
節
減
に
努
め
な
が
ら
、

住
環
境
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
等

を
活
用
し
、
接
続
率
の
向
上
に
努

め
ま
す
。

　
農
村
整
備

　

小
規
模
な
区
画
整
備
や
暗
渠
排

水
、
客
土
工
事
等
を
実
施
す
る

「
農
業
基
盤
整
備
促
進
事
業
」
及

び
「
県
単
農
地
有
効
利
用
支
援
整

備
事
業
」
を
継
続
実
施
し
、
皆
様

の
ご
要
望
に
お
応
え
し
ま
す
。

　

ま
た
、
「
県
営
丹
波
地
区
農
地

環
境
整
備
事
業
」
に
よ
る
区
画
整

理
や
水
路
工
事
等
を
引
き
続
き
実

施
す
る
ほ
か
、
来
年
度
は
「
県
営

上
三
所
中
村
農
道
」
の
測
量
調
査

及
び
実
施
設
計
等
が
計
画
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
携
帯
電
話
等
エ
リ
ア
整
備
事
業

　

平
成
九
年
度
か
ら
携
帯
電
話
事

業
者
に
働
き
か
け
な
が
ら
、
国
の

補
助
を
活
用
し
た
基
地
局
整
備
を

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

県
に
お
い
て
も
、
携
帯
電
話
の

不
感
地
域
を
無
く
す
べ
く
、
携
帯

電
話
事
業
者
へ
の
働
き
か
け
を
行

っ
て
い
ま
す
が
、
町
内
に
は
ま
だ

電
波
の
入
り
に
く
い
場
所
が
残
っ

て
い
る
状
況
で
す
。

　

携
帯
電
話
事
業
者
や
国
へ
の
働

き
か
け
の
結
果
、
来
年
度
は
、
三

沢
地
区
の
大
吉
地
内
に
新
た
な
基

地
局
を
整
備
す
る
予
定
で
あ
り
、

今
後
も
積
極
的
に
携
帯
電
話
の
不

感
地
域
の
解
消
に
向
け
て
取
り
組

み
ま
す
。

　
地
域
活
性
化
対
策

　

現
在
、
自
主
的
な
活
動
を
行
う

各
種
団
体
に
対
す
る
ソ
フ
ト
事
業

「
住
民
提
案
型
き
ら
り
輝
く
地
域

づ
く
り
事
業
」
を
活
用
し
て
、

様
々
な
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
、
同
事

業
の
審
査
員
で
あ
る
島
根
県
中
山

間
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー
の
研
究
員

の
皆
様
か
ら
「
地
域
活
動
の
先
進

事
例
」
と
高
く
評
価
い
た
だ
い
て

お
り
、
今
後
も
伝
統
文
化
や
地
域

間
交
流
活
動
な
ど
を
支
援
す
る

「
地
域
活
力
創
造
事
業
」
と
と
も

に
継
続
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
尾
原
ダ
ム
さ
く
ら
お
ろ

ち
湖
の
周
辺
地
域
活
性
化
策
に
つ

い
て
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
住
民
団
体

に
よ
り
、
周
辺
環
境
や
整
備
さ
れ

た
施
設
を
活
用
し
た
様
々
な
取
り

組
み
が
行
わ
れ
て
お
り
、
引
き
続

き
関
係
自
治
体
な
ど
で
そ
の
活
動

を
支
援
し
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
活
性
化
、
交
流
人
口
の
拡
大
を

更
に
促
進
し
ま
す
。

　
定
住
対
策

　

引
き
続
き
、
東
京
や
大
阪
な
ど

で
行
わ
れ
る
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
者
へ
の

相
談
会
へ
の
参
加
、
若
者
定
住
対

策
事
業
奨
励
金
、
空
き
家
バ
ン
ク
、

定
住
相
談
員
な
ど
の
事
業
を
実
施

▲キャプション

▲全国大会に出場する阿井分団

　
三
月
四
日
、平
成
二
十
六
年
第

一
回
定
例
会
の
開
会
に
あ
た
り
、

井
上
町
長
が
施
政
方
針
演
説
を

行
い
ま
し
た
。

▲新庁舎完成イメージ

▲さくらおろち湖マラソン大会

る
び
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